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踊り納めに
3000人が乱舞

12月19日、年末恒例となった「バサラカーニバル
2004」が瑞浪駅前を中心に行われ、全国各地から集
まった、約130チーム約3000人の踊り子でにぎわいま
した。
今回のカーニバルでは、審査委員長に桂三枝師匠

をお迎えしての「ソーラン音頭」歌い手選考会も行
われました。
カーニバルは、観客をも巻き込んでの迫力ある大

乱舞で幕を閉じました。

主な内容
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瑞
浪
市
は
大
丈
夫
か
？ 

地すべりで車が巻き込まれた現場（小千谷市県道） 
（アジア航測株式会社　提供） 

1984年長野県西部地震（Ｍ6.8）　 
王滝村　家具散乱（棚は二つに別れて転倒） 

　
新
潟
県
中
越
地
域
は
、
わ
が
国
有
数
の
地

す
べ
り
地
帯
で
す
。
被
害
地
震
の
多
い
こ
と

で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
運
の
悪
い
こ
と
に
、

３
日
前
の
台
風
23
号
で
地
盤
は
水
を
吸
い
緩

ん
で
い
ま
し
た
。
事
態
は
最
悪
で
し
た
。
震

源
に
近
い
川
口
町
の
住
宅
は
激
し
い
揺
れ
で
全
・

半
壊
は
60
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
小
千
谷
市

で
は
丘
陵
地
帯
の
地
す
べ
り
で
丈
夫
な
家
も

土
台
を
や
ら
れ
、
全
・
半
壊
は
13
％
で
し
た
。

同
市
の
人
口
は
瑞
浪
市
と
同
規
模
の
４
７
０

０
０
人
で
、
死
者
16
人
、
負
傷
者
784
人
の
被

害
で
し
た
。 

　
新
潟
県
川
口
町
は
、
わ
ず
か
40
分
の
間
に
、
震

度
６
強
か
ら
７
の
直
下
型
地
震
に
３
回
も
襲
わ
れ

ま
し
た
。
い
つ
、
ど
こ
に
起
こ
っ
て
も
不
思
議
で

な
い
地
震
に
備
え
る
に
は
、
家
屋
だ
け
で
な
く
室

内
の
安
全
も
大
切
で
す
。 

　
ま
ず
直
下
型
大
地
震
の
可
能
性
で
す
。
瑞
浪
市
や
そ

の
周
辺
に
は
心
配
さ
れ
る
よ
う
な
活
断
層
は
あ
り
ま
せ

ん
。
歴
史
的
に
も
東
濃
地
域
の
被
害
地
震
は
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
１
８
２
７
年
の
三
条
地
震
、
明
治
以
降
に

も
度
々
被
害
地
震
が
起
き
て
い
る
信
濃
川
流
域
と
は
大

き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
最
近
の
研
究
で
信
濃
川
流
域

の
地
殻
ひ
ず
み
は
大
き
く
、
東
濃
で
は
小
さ
い
こ
と
が

判
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
直
下
型
地
震
の
確
率
は

低
い
の
で
す
が
、
決
し
て
ゼ
ロ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

さ
か
と
思
っ
て
い
た
御
岳
の
地
震
や
三
河
地
震
は
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
6.8
で
し
た
。
地
震
は
ど
こ
に
起
こ
っ
て
も

不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
千
年
に
１
回
起
き
る
か
百

年
に
１
回
起
き
る
か
の
問
題
で
す
。 

　
も
し
新
潟
県
中
越
地
震
と
同
じ
よ
う
な
地
震
が
瑞
浪

市
直
下
に
起
き
た
ら
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
？ 

　
答
え
は
、
ひ
と
口
で
い
う
と
「
平
均
す
れ
ば
小
千
谷

市
ほ
ど
ひ
ど
く
な
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

理
由
は
地
盤
の
差
で
す
。
瑞
浪
市
の
大
部
分
は
小
千
谷

市
の
よ
う
な
地
す
べ
り
地
帯
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
心

配
な
堆
積
層
も
薄
い
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
「
平
均
す

れ
ば
」
と
か
「
大
部
分
は
」
と
か
歯
切
れ
の
悪
い
こ
と

に
注
意
し
て
下
さ
い
。
瑞
浪
市
に
も
埋
め
た
て
地
、
盛

土
あ
る
い
は
急
斜
面
な
ど
地
震
に
弱
い
人
工
地
盤
が
点

在
し
て
い
ま
す
。
人
工
地
盤
は
よ
ほ
ど
念
入
り
に
造
成

し
て
な
い
限
り
、
地
震
に
は
弱
い
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。 

2平成17年１月15日
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負
傷
を
防
ぐ
に
は
家
具
の
固
定
を 

家
具
類
の
固
定
法 

落
下
防
止 

な
ぜ
家
具
の
固
定
が
必
要
か 

転
倒
防
止 

建
築
業
界
へ
の
お
願
い 

◎コンクリート壁に固定したタンス 
壁に小さなＰＣプラグを左右２箇所に埋め込み、 
取り外し可能な金具でとめた。 

　
新
潟
県
中
越
地
方
全
体
の
死
者
は
40
人
。
そ
の
内
建

物
倒
壊
等
で
17
人
、
あ
と
は
シ
ョ
ッ
ク
、
ス
ト
レ
ス
、

疲
労
な
ど
が
原
因
で
す
。
負
傷
者
は
重
軽
傷
合
わ
せ
て

２
９
９
０
人
で
し
た
。
そ
の
４
割
強
が
家
具
の
転
倒
や

落
下
物
が
原
因
で
す
。
東
京
消
防
庁
は
、
震
度
６
強
の

地
震
が
東
京
を
襲
う
と
約
６
５
０
０
０
人
が
負
傷
す
る

と
予
測
し
て
い
ま
す
。
死
者
を
出
さ
な
い
対
策
は
最
も

重
要
で
す
が
、
負
傷
を
防
ぐ
対
策
も
重
要
で
す
。 

　
地
震
は
い
つ
く
る
か
判
り
ま
せ
ん
。
対
策
は
永
続
的

な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
永
続
さ
せ
る
た
め

に
は
「
邪
魔
に
な
ら
な
い
、
見
苦
し
く
な
い
」
を
心
掛

け
ま
す
が
、
取
り
外
せ
る
こ
と
も
考
え
て
く
だ
さ
い
。

大
掃
除
な
ど
の
た
め
で
す
。
不
完
全
で
も
「
や
る
の
は
、

や
ら
な
い
よ
り
は
マ
シ
」
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
ま
す
。

震
度
６
強
に
耐
え
な
く
て
も
、
逃
げ
る
時
間
は
稼
げ
る

か
ら
で
す
。 

　
ど
こ
の
家
庭
で
も
家
具
は
沢
山
あ
り
ま
す
。
全
部
対

策
を
施
す
の
は
大
変
で
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
ど
こ

を
安
全
な
場
所
と
す
る
か
を
決
め
、
重
量
が
あ
り
、
長

細
い
家
具
か
ら
手
を
つ
け
ま
す
。
タ
ン
ス
や
書
棚
な
ど

で
す
が
、
片
手
で
押
し
て
ふ
ら
ふ
ら
動
く
よ
う
な
ら
危

険
で
す
。
上
部
を
金
具
で
壁
や
柱
に
直
接
止
め
ま
す
。 

①
畳
部
屋
の
タ
ン
ス
の
前
面
底
に
厚
紙
を
敷
く
だ
け

で
も
震
度
５
強
に
耐
え
ま
す
。 

②
壁
な
ど
の
都
合
で
家
具
を
固
定
で
き
な
い
場
合
は
、

せ
め
て
奥
行
き
の
あ
る
家
具
を
、
転
倒
方
向
を
考

え
て
配
置
し
ま
す
。 

③
二
段
重
ね
の
家
具
は
平
金
具
等
で
結
合
し
ま
し
ょ

う
。
美
観
を
損
ね
る
と
お
考
え
で
し
た
ら
、
せ
め

て
裏
側
だ
け
で
も
結
合
し
て
く
だ
さ
い
。 

④
重
い
も
の
は
な
る
べ
く
下
に
入
れ
る
よ
う
に
し
ま

す
。
全
体
の
重
心
を
下
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

　
棚
に
あ
る
重
量
物
は
危
険
で
す
。
滑
っ
て
落
下
す
れ

ば
花
瓶
や
額
な
ど
と
違
い
大
怪
我
の
も
と
で
す
。
ス
ー

パ
ー
に
行
け
ば
、
騒
音
防
止
や
滑
り
止
め
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
商
品
が
あ
り
ま
す
が
、
防
災
グ
ッ
ズ
の
コ
ー
ナ
ー

に
は
な
く
て
も
、
安
価
で
十
分
役
立
つ
も
の
が
市
販
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
家
具
固
定
で
最
も
困
る
の
は
、
固
定
で
き
る
壁

が
な
い
こ
と
で
す
。
東
京
消
防
庁
の
調
査
で
も
、

実
施
し
て
な
い
最
大
の
理
由
は
「
壁
に
傷
を
つ
け

る
か
ら
」
で
し
た
。
最
近
の
壁
材
に
は
問
題
が
あ

り
ま
す
。
家
具
固
定
が
で
き
る
構
造
を
普
及
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。 

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
室
内
の
安
全
で
す
。
凶
器
と

な
る
よ
う
な
家
具
を
置
か
な
い
部
屋
を
つ
く
る
の
が

ベ
ス
ト
で
す
が
、
そ
れ
は
実
際
に
は
難
し
い
話
で
す
。

新
築
な
ら
作
り
付
け
の
家
具
が
い
い
と
思
い
ま
す
が
、

賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
無
理
で
し
ょ
う
。
家
具
の
固

定
が
現
実
的
な
地
震
対
策
で
す
。
室
内
に
安
全
な
場

所
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
り
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の

逃
げ
道
を
確
保
す
る
こ
と
で
す
。
家
具
の
配
置
を
考

え
る
の
も
役
立
ち
ま
す
。
地
震
体
験
車
で
「
こ
わ
い
、

こ
わ
い
」
と
笑
い
な
が
ら
揺
ら
れ
て
い
る
の
も
、
地

震
体
験
車
は
潰
れ
な
い
、
家
具
も
転
倒
し
な
い
と
い

う
安
心
感
が
あ
る
か
ら
で
す
。 

瑞浪市役所　1 68-21113
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計
簿
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お
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し
ま
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●
平
成
15
年
度
決
算
状
況
の
公
表 

●
平
成
16
年
度
上
半
期（
４
月
〜
９
月
）財
政
事
情
の
公
表 

　
平
成
15
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
、

12
月
市
議
会
定
例
会
に
提
出
さ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
一
般
会
計
の
歳
出
総
額
は
１
６

４
億
１
、
０
１
６
万
円
で
、
前
年

比
９
億
７
、
１
０
０
万
円
、
6.3
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
主

に
、
新
し
い
不
燃
物
埋
立
処
分
場

建
設
の
開
始
及
び
、
上
平
山
田
団

地
線
を
は
じ
め
と
す
る
道
路
の
改

良
・
補
修
を
行
な
っ
た
こ
と
に
よ

る
た
め
で
す
。 

　
財
政
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
必
要
と

な
る
生
活
環
境
基
盤
の
整
備
や
教

育
・
福
祉
事
業
の
推
進
を
図
り
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
快
適
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
き

ま
す
。 

公園線整備による街路事業、
JR 瑞浪駅北駐車場の整備、
上平山田団地線等の道路整備
事業、市民の皆さんからの要
望が多い市道の維持補修等を
行ないました。 　

こ
の
公
表
は
、
市
の
財
政
や
納
め
た
税
金

が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
市
民
の

皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
市
政
に
対
し

一
層
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
毎
年
２
回
行
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。 

◇
平
成
15
年
度
決
算
状
況 

その他　3億4,390万円　2.1%

歳出総額 
164億1,016万円 

その他　6億8,654万円　3.9%

諸収入　6億1,125万円　3.5%

繰越金 
8億 6,101万円　5.0%

繰入金 
9億 8,210万円　5.7%

県支出金 
10億 3,507万円　6.0%

国庫支出金 
13億 8,173万円　8.0%

地方交付税 
27億 5,688万円 

15.9%

市債 
30億 3,260万円 

17.5%

市税 
47億 8,438万円 

27.6%

分担金及び負担金　2億1,861万円　1.3%
ゴルフ場利用税交付金　2億5,788万円　1.5%

使用料及び手数料　3億4,008万円　2.0%

地方消費税交付金　3億7,285万円　2.1%

諸支出金　3億3万円　1.8%
農林水産業費　3億746万円　1.9%

商工費　3億8,469万円　2.3%

消防費　6億1,465万円　3.8%

公債費 
12億 9,266万円 

7.9%

衛生費 
15億 5,965万円 

9.5%

教育費 
19億 4,207万円 

11.8%

民生費 
26億 4,748万円 

16.1%

総務費 
28億 3,353万円 

17.3%

土木費 
41億 8,404万円 

25.5%

市民一人あたりの負担額は
113,436円です。 

主に、電源立地特別交付金施
設整備基金の積立、庁舎省エ
ネルギー技術の導入を行なっ
たほか、地籍調査事業を推進
しました。 

延長保育の充実や学童保育所
の開設のほか、幼児教保育特
区の認定を受けるなど、少子
高齢化対策に努めました。 

不燃物埋立処分場の建設のほか、
斎場の駐車場を拡張整備する
など、快適で住み良いまちづ
くりのための施策を行ないま
した。 

 内訳： 
議会費 
1億8,731万円 
　（1.1％） 
労働費 
1億1,138万円 
　（0.7％） 
災害復旧費  
　　4,521万円 
　（0.3％） 

 内訳： 
地方譲与税　 
　2億2,021万円 
　　　　　　（1.3％） 
地方特例交付金 
　1億5,060万円 
　　　　　　（0.9％） 
財産収入 
　1億2,123万円 
　　　　　　（0.7％） 
自動車取得税交付金 
　1億2,635万円 
　　　　　　（0.7％） 
利子割交付金 
　   　4,350万円 
　　　　　　（0.2％） 
寄附金1,789万円 
　　　　　　（0.1％） 
交通安全対策特別交付金 
　     　　677万円 
　　　　　　（0.0％） 

歳入総額 
173億2,098万円 

新不燃物埋立処分場建設事業 
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　道路整備など、大きな事業を行なう際に多額の資
金が必要となります。しかし、その財源を単年度で
確保することは困難であり、市債（市の借金）を発
行して運用を行ないます。また市債には、世代を超
えて市民に供用される施設について、将来の税金を
返済に充てることで世代間の負担を公平にするとい
うはたらきもあります。 
　15年度は市道改良事業などに伴う借入により残高
が増加していますが、安全で住み良いまちづくりの
ため、返済能力範囲内で計画的な運用に努めています。 

会計名 
特別会計　計 
　あけよ温泉白寿荘特別会計 
　老人保健事業特別会計 
　国民健康保険事業特別会計 
　介護保険事業特別会計 
　農業集落排水事業特別会計 
　瑞浪中央土地区画整理事業特別会計 
　下水道事業特別会計 
　簡易水道事業特別会計 
財産区会計　計 
　釜戸財産区会計 
　日吉財産区会計 
　大湫財産区会計 

歳入決算額 
114 億 4,178 万円 

9,644 万円 
37 億 6,145 万円 
31 億 2,935 万円 
15 億 3,343 万円 
1 億 8,215 万円 
8 億 1,566 万円 
12 億 1,661 万円 
7 億 669 万円 
4,943 万円 
2,647 万円 
989 万円 
1,307 万円 

決算額 
8 億 587 万円 
7 億 5,023 万円 
9 億 436 万円 
10 億 466 万円 

 
収 　 入  
支 　 出  
収 　 入  
支 　 出  

歳出決算額 
108 億 1,572 万円 

9,567 万円 
37 億 6,506 万円 
28 億 1,703 万円 
15 億 1,509 万円 
1 億 8,096 万円 
5 億 2,674 万円 
12 億 1,041 万円 
7 億 476 万円 
4,167 万円 
2,270 万円 
763 万円 
1,134 万円 

歳入歳出差引額 
6 億 2,606 万円 

77 万円 
361 万円 

3 億 1,232 万円 
1,834 万円 
120 万円 

2 億 8,892 万円 
620 万円 
192 万円 
775 万円 
377 万円 
225 万円 
173 万円 

平成15年度特別会計決算の状況 

平成15年度水道事業会計決算 

市債の状況 

会計名 
一般会計 
特別会計　計 
　あけよ温泉白寿荘特別会計 
　老人保健事業特別会計 
　国民健康保険事業特別会計 
　介護保険事業特別会計 
　農業集落排水事業特別会計 
　瑞浪中央土地区画整理事業特別会計 
　下水道事業特別会計 
　簡易水道事業特別会計 
　駐車場事業特別会計 
財産区会計　計 
　釜戸財産区会計 
　日吉財産区会計 
　大湫財産区会計 

予算額 
164 億 6,630 万円 
110 億 2,735 万円 
1 億 260 万円 

35 億 9,415 万円 
31 億 6,530 万円 
18 億 4,350 万円 
3 億 2,180 万円 
3 億 9,460 万円 
13 億 5,590 万円 
2 億 2,290 万円 
2,660 万円 
8,740 万円 
3,420 万円 
1,080 万円 
4,240 万円 

収入済額 
71 億 6,612 万円 
40 億 4,766 万円 

1,148 万円 
15 億 1,803 万円 
12 億 4,090 万円 
6 億 219 万円 
1,023 万円 

4 億 2,981 万円 
2 億 301 万円 
2,148 万円 
1,053 万円 
1,921 万円 
1,350 万円 
398 万円 
173 万円 

支出済額 
53 億 8,130 万円 
44 億 792 万円 
4,805 万円 

16 億 3,725 万円 
12 億 1,189 万円 
6 億 8,385 万円 
7,796 万円 

2 億 3,853 万円 
4 億 5,459 万円 
4,962 万円 
618 万円 
767 万円 
380 万円 
197 万円 
190 万円 

平成16年度予算の執行状況（4月～9月） 

収　益　的 
 
資　本　的 

中心市街地活性化支援施設整備事業（駅北駐車場） 

平成11年度 

平成12年度 

平成13年度 

平成15年度 157億5,951万円 122億7,601万円 

平成14年度 

一般会計 特別会計 

103億2,256万円 

106億8,036万円 

123億762万円 

136億6,825万円 

116億1,674万円 

106億1,095万円 

129億9,400万円 

137億2,170万円 

区　　　　　　分 

瑞浪市役所　1 68-21115



みんなの広場みんなの広場みんなの広場

地
域
ぐ
る
み
で
防
犯
対
策 

県
代
表
で
全
国
大
会
出
場 

退
任
の
民
生
児
童
委
員
へ
感
謝
状
伝
達 

陶児童館 

善
意 

暖
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
12
月
25
日
か
ら
大
阪
府
で
「
第
18
回
全
国
都
道
府
県

対
抗
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
そ
の

県
代
表
メ
ン
バ
ー
に
選
出
さ
れ
た
、
成
瀬
修
平
さ
ん（
瑞

浪
中
学
３
年
）と
佐
々
木
尚
子
さ
ん（
稲
津
中
学
３
年
）

が
、
12
月
17
日
市
役
所
を
訪
れ
、
　
嶋
市
長
に
大
会
で

の
健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。 

　
成
瀬
さ
ん
と
佐
々
木
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
「
全
国
大
会

で
は
全
力
を
尽
く
し
て
が
ん
ば
り
た
い
。
ベ
ス
ト
８
が

目
標
」
「
チ
ー
ム
の
中
で
一
番
声
を
出
し
て
プ
レ
ー
に

集
中
し
た
い
。
昨
年
の
ベ
ス
ト
８
以
上
の
成
績
を
残
し

た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
る
と
、
　
嶋
市
長
は
「
２
人
の

選
手
が
県
選
抜
に
選
ば
れ
、
市
と
し
て
も
大
変
名
誉
な

こ
と
で
す
。
大
会
で
は
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ベ
ス

ト
を
尽
く
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し

た
。 

　
12
月
16
日
、
大
湫
公
民
館
で
、
防
犯
対
策
講
習
会
「
こ

ん
な
と
き
は
　
ど
う
し
た
ら
え
え
の
」
が
行
わ
れ
、
同

町
の
お
年
寄
り
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
講
習
会
は
、
同
町
の
子
育
て
教
室
「
集
ま
ろ
う

会
」
の
主
催
で
行
わ
れ
、
市
内
で
も
約
１
千
万
円
の
被

害
が
あ
る
オ
レ
オ
レ
詐
欺
や
、
児
童
連
れ
去
り
事
件
な

ど
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
と

釜
戸
駐
在
所
の
佐
藤
雅
則
巡
査
部
長
が
参
加
者
に
注
意

を
促
し
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
講
習
会
で
「
身
内
か
ら
の
お
金
を
振
り
込

む
よ
う
な
電
話
は
、
本
人
に
電
話
を
掛
け
直
す
な
ど
の

確
認
を
必
ず
行
う
」
「
散
歩
の
時
間
を
学
校
の
登
下
校

の
時
間
に
合
わ
せ
る
な
ど
し
て
、
地
域
住
民
の
目
で
子

ど
も
た
ち
を
守
る
」
な
ど
の
対
処
法
を
学
び
ま
し
た
。 

　
12
月
20
日
、
平
成
16
年
11
月
の
任
期
満
了
に
伴
い
民

生
児
童
委
員
を
退
任
さ
れ
た
方
へ
、
感
謝
状
の
伝
達
が

市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
退
任
さ
れ
た
民
生
児
童
委
員
さ
ん
は
33
人
で
、

県
知
事
か
ら
の
感
謝
状
が
　
嶋
市
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
そ
の
内
２
期
６
年
以
上
務
め
ら
れ
た
25
人
の

方
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
感
謝
状
も
伝
達
さ
れ
、

式
典
で
　
嶋
市
長
は
「
永
年
に
わ
た
り
、
地
域
福
祉
活

動
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
、
大

変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。 

▽
水
野
　
勝
秋
　
様
　
　
　
一
万
円
　
社
会
福
祉
事
業
に 

▽
東
濃
地
区
社
会
福
祉
事
業
協
力
会（
上
村
隆
男
会
長
）様 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
十
万
円
　
社
会
福
祉
事
業
に 
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みんなの広場みんなの広場

未
給
水
地
域
解
消
へ
事
業
進
む 

新
春
に
備
え
大
し
め
縄
を
新
調 

陶児童館陶児童館 陶児童館 

加藤冬都ちゃん 
（２歳） 
陶町大川 

篠原ななみちゃん 
（３歳） 
陶町猿爪 

ふゆと 

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
交
流
会
参
加
者
募
集 

１
月
18
日（
火
） 

「
み
ん
な
で
作
る
成
人
式
」 

18
時
10
分
〜
18
時
30
分 

　
　
　
岐
阜
テ
レ
ビ
で
放
送 

　
１
月
９
日
に
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た「
成
人

式
」の
模
様
と
、そ
れ
が
出
来
上
が
る
ま
で
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

を
テ
レ
ビ
放
映
し
ま
す
。是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

見
て
ね
！ 

「
あ
な
た
の
街
か
ら
瑞
浪
市
」 

　
12
月
22
日
、
大
湫
公
民
館
で
新
春
に
備
え
て
の
し
め

縄
作
り
が
、
同
町
の
「
大
湫
し
め
縄
づ
く
り
の
会（
安

田
福
一
代
表
）」
の
メ
ン
バ
ー
13
人
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
し
め
縄
作
り
は
、
毎
年
同
会
が
新
年
の
門
出
を

祝
い
行
っ
て
お
り
、
町
内
の
公
民
館
や
公
共
施
設
に
飾

り
付
け
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
同
公
民
館
に
飾
る
も
の
は
直
径
最
大
30
㌢
、
長
さ
3.5

㍍
に
も
な
り
、
メ
ン
バ
ー
が
見
事
な
手
さ
ば
き
で
作
り

上
げ
て
い
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
作
り
上
げ
た
し
め
縄
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に

公
民
館
の
玄
関
に
飾
り
付
け
ら
れ
、
古
く
な
っ
た
も
の

は
新
春
の
ど
ん
ど
焼
き
で
、
一
年
間
の
感
謝
を
込
め
て

火
に
く
べ
ら
れ
ま
す
。 

・
期
　
日
　
２
月
20
日（
日
）
市
民
体
育
館 

・
種
　
目
　
女
子
の
部
・
混
合
の
部（
男
子
・
女
子
各
２
人
） 

・
資
　
格
　
市
内
在
住
、在
勤
、市
内
の
チ
ー
ム
に
在
籍 

　
　
　
　
※
学
生
は
不
可 

・
参
加
費
　
１
チ
ー
ム
　
１
、
０
０
０
円 

・
申
込
み
　
申
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
市

民
体
育
館
に
提
出（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
） 

※
申
込
み
用
紙
は
、
市
民
体
育
館
お
よ
び
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。 

・
締
切
り
　
２
月
10
日（
木
）必
着 

◎
申
込
・
問
合
せ  

市
民
体
育
館 

1
６
８
‐
０
７
４
７ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
６
８
‐
０
７
４
８ 

　
12
月
21
日
、
釜
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
平

山
簡
易
水
道
・
北
部
無
水
源
簡
易
水
道
完
成
式
が
行
わ

れ
、
　
嶋
市
長
ら
関
係
者
約
60
人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
今
回
完
成
し
た
の
は
、
平
山
簡
易
水
道
と
北
部
無
水

源
簡
易
水
道
の
一
部
で
、
平
山
地
区
と
大
湫
町
の
大
部

分
、
釜
戸
町
北
部（
大
細
・
エ
ス
ポ
ラ
ン
地
区
）の
224
戸

へ
生
活
用
水
の
供
給
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。 

　
式
典
で
　
嶋
市
長
は
「
電
気
と
水
は
、
市
民
に
と
っ

て
平
等
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
未
給
水
地
域
の
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

　
式
典
終
了
後
に
は
、
平
山
配
水
池
と
釜
戸
１
号
送
水

ポ
ン
プ
場
へ
移
動
し
、
　
嶋
市
長
が
配
水
始
動
ス
イ
ッ

チ
を
押
し
配
水
が
開
始
し
ま
し
た
。 

瑞浪市役所　1 68-21117
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歯
の
健
康
教
育
表
彰

歯
の
健
康
教
育
表
彰 
歯
の
健
康
教
育
表
彰 

就
学
援
助
の 

　
　
　
お
知
ら
せ 

▽
瑞
浪
小
学
校
　
伊
佐
次
大
樹
　
市
川

隆
俊
　
伊
藤
誠
　
小
栗
泰
樹
　
加
藤
慎

也
　
川
野
涼
太
　
小
島
知
浩
　
高
橋
誠

田
中
彬
　
西
尾
樹
　
加
納
結
理
香
　
川

本
さ
つ
き
　
酒
井
可
南
子
　
樋
口
愛
彩

毎
熊
彩
季
　
三
輪
田
杏
　
村
瀬
紗
代
　

小
栗
圭
司
　
纐
纈
高
寛
　
河
野
真
也
　

小
島
大
貴
　
新
山
悠
司
　
渡
邊
友
生
　

伊
佐
次
香
奈
　
鵜
飼
沙
瑛
　
河
野
美
咲

比
嘉
悠
利
加
　
三
浦
沙
也
佳
　
水
野
靖

子
　
村
瀬
友
梨
絵
　
山
内
里
紗
　
吉
村

千
秋
　
勝
俊
喜
　
加
藤
貴
大
　
渚
晃
一

肥
田
剛
流
　
二
村
遼
太
朗
　
目
黒
悠
記

渡
邉
啓
司
　
渡
邉
芳
樹
　
安
藤
穂
奈
美

猪
野
舞
子
　
大
島
里
香
　
大
野
美
紀
　

小
栗
由
生
　
塚
本
菜
月
　
塚
本
真
理
子

土
屋
愛
理
咲
　
西
尾
奈
津
　
堀
未
来
　

前
田
瞳
　
井
田
幸
輝
　
伊
藤
彰
浩
　
岡

村
佑
典
　
春
日
井
渉
　
河
野
克
也
　
白

木
晃
一
朗
　
竹
内
孔
二
　
宮
川
仁
宏
　

安
藤
里
穂
　
伊
東
美
妃
　
今
井
麻
倫
子

佐
々
木
梨
絵
　
千
　
倫
永
　
高
橋
優
歌

沼
田
優
美 

▽
土
岐
小
学
校
　
櫻
戸
歩
夢
　
田
中
宏

昌
　
土
屋
貴
司
　
今
井
寛
子
　
小
倉
愛

小
木
曽
令
那
　
三
浦
郁
穂
　
井
上
京
士

大
竹
淳
貴
　
小
木
曽
隼
人
　
五
嶋
広
道

日
比
野
太
志
　
大
竹
美
咲
　
片
山
翠
　

遠
山
さ
き
　
舩
橋
喜
歩
　
山
内
美
咲 

▽
陶
小
学
校
　
近
藤
数
真
　
田
内
駿
兵

今
井
汐
里
　
岩
島
静
香
　
大
内
智
子
　

小
木
曽
美
沙
　
松
原
伶
奈
　
熊
谷
吉
起

羽
柴
遼
　
ワ
ン
バ
ン
コ
ヒ
ロ
ユ
キ
　
大

槻
あ
ず
み
　
加
藤
愛
乃
　
野
村
知
美
　

保
母
萌
子 

▽
稲
津
小
学
校
　
位
田
憲
彦
　
三
ツ
石

和
樹
　
和
田
崇
　
郷
円
香
　
高
木
美
紀

日
比
野
里
恵
　
松
原
早
希
　
森
本
久
美

子
　
山
田
佳
澄
　
小
栗
聖
也
　
蟹
井
啓

介
　
中
山
幸
大
　
二
村
晃
大
　
井
上
光

小
澤
広
美
　
澤
井
ち
は
る
　
鈴
木
結
稀

塚
本
真
夕
　
山
本
彩
乃 

▽
明
世
小
学
校
　
小
栗
由
也
　
後
藤
雄

峰
　
遠
山
寛
高
　
東
晋
矢
　
丸
山
亮
太

樋
田
え
り
か
　
　
結
菜
　
林
茜 

▽
大
湫
小
学
校
　
奥
村
真
治
　
奥
村
智

代
　
桐
井
千
沙 

▽
釜
戸
小
学
校
　
足
立
琢
也
　
有
我
元

喜
　
中
島
啓
太
　
鈴
木
愛
加
　
廣
瀬
莉

乃
　
水
野
朱
音
　
森
川
真
帆
　
吉
田
知

世 ▽
日
吉
小
学
校
　
水
野
雄
斗
　
渡
辺
康

平
　
大
竹
千
尋
　
小
倉
奈
津
乃
　
小
栗

雅
巳
　
小
栗
未
來
　
鈴
木
さ
と
み
　
田

中
歩
依
　
田
中
麻
莉
子
　
中
山
紗
希
　

渡
辺
美
花
　
渡
辺
梨
沙 

▽
瑞
浪
中
学
校
　
安
藤
寛
武
　
西
尾
友

宏
　
鰐
部
朋
生
　
安
藤
実
和
子
　
纐
纈

朋
世
　
杉
浦
理
恵
　
永
井
美
帆
　
成
瀬

勇
基
　
森
本
純
　
曽
我
沙
也
加
　
中
島

有
理
　
西
尾
侑
子
　
伊
藤
恭
介
　
加
藤

崇
洋
　
河
口
尚
大
　
近
藤
将
平
　
杉
浦

慎
一
　
中
野
隆
秀
　
伊
藤
睦
　
加
藤
瑞

樹
　
毎
熊
千
絵
　
三
浦
志
織
　
有
賀
大

祐
　
小
木
曽
平
　
冨
田
翔
平
　
石
川
奈

津
美
　
小
出
み
な
み
　
齋
藤
比
加
里
　

成
瀬
芽
依 

▽
瑞
陵
中
学
校
　
三
尾
恭
一
　
岩
島
孝

祐
　
小
川
恭
平
　
水
谷
典
文
　
枇
杷
田

悠
太
　
加
藤
豊
大
　
今
井
貴
子
　
大
山

詩
織
　
生
駒
陽
奈
　
小
倉
悠
里 

▽
陶
中
学
校
　
大
槻
海
斗
　
西
尾
恵
太

平
子
晴
貴
　
三
宅
亮
次
　
伊
藤
せ
り
か

夏
目
愛
美 

▽
稲
津
中
学
校
　
青
木
彩
人
　
岩
島
英

也
　
大
島
由
貴
　
加
藤
慎
介
　
西
尾
昇

平
　
　
木
彩
絵
子
　
安
藤
篤
志
　
工
藤

倫
久
　
後
藤
健
一
　
前
川
大
輝
　
岩
島

知
美
　
勝
股
瑛
乃
　
和
田
綾
佳 

▽
日
吉
中
学
校
　
安
藤
嘉
章
　
小
栗
正

安
藤
ひ
と
み
　
揖
斐
友
美
　
大
竹
沙
織

小
栗
亜
樹
　
小
栗
羽
衣
　
小
栗
舞
華
　

小
栗
優
　
小
栗
由
理
恵
　
杉
本
麻
衣
　

渡
辺
彩
　
渡
辺
未
希
　
渡
邉
美
晴 

▽
釜
戸
中
学
校
　
堀
田
莉
恵
　
宮
川
朋

香
　
水
野
宗
史
　
安
村
勇
人
　
足
立
依

穂
　
林
綾
香 

　
歯
・
口
腔
の
健
康
に
関
心
を
持
ち
、

日
常
の
生
活
で
自
ら
進
ん
で
自
己
の
健

康
管
理
等
に
努
力
し
て
い
る
小
学
校
６

年
生
147
人
、
中
学
校
３
年
生
78
人
が
、

教
育
委
員
会
・
瑞
浪
歯
科
医
師
会
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
に
比
べ
て

小
学
生
が
62
人
、
中
学
生
が
32
人
増
え

ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
み
な
さ
ん
で

す
。
（
敬
称
略
） 

　
小
中
学
校
に
在
学
す
る
児
童
生
徒
の

保
護
者
で
、
特
別
な
事
情
が
あ
っ
て
学

校
で
必
要
な
経
費
の
支
払
い
が
困
難
な

方
に
対
し
、
費
用
の
一
部
を
援
助
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
制
度
の
適
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
お
子
さ
ん
の
通
学
し
て
い
る
学
校

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
時

期
は
２
月
中
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

◎
問
合
せ
　
学
校
教
育
課 

　
1
内
線
４
８
７ 

は ぐ く み は ぐ く み は ぐ く み 教育委員会 

総合文化センター ７日、12日、14日、21日、28日
市民図書館 ７日、14日、15日、21日、28日
市民体育館 １日、８日、14日、15日、22日
化石博物館
陶磁資料館
市之瀬記念美術館 １日、７日、14日、21日、28日
地球回廊
自然ふれあい館
サイエンスワールド ７日、14日、15日、21日、28日
文化会館 ３日、10日、17日、24日

生涯学習施設　２月の休館日生涯学習施設　２月の休館日生涯学習施設　２月の休館日生涯学習施設　２月の休館日生涯学習施設　２月の休館日生涯学習施設　２月の休館日生涯学習施設　２月の休館日生涯学習施設　２月の休館日生涯学習施設　２月の休館日生涯学習施設　２月の休館日生涯学習施設　２月の休館日生涯学習施設　２月の休館日生涯学習施設　２月の休館日生涯学習施設　２月の休館日生涯学習施設　２月の休館日生涯学習施設　２月の休館日生涯学習施設　２月の休館日



瑞浪市役所　1 68-21119

私
達
「
陶
マ
マ
」
は
陶
町
の
マ
マ
さ

ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
で
す
。
毎
週

月
・
木
曜
日
、
午
後
８
時
か
ら
10
時
ま

で
陶
中
学
校
体
育
館
を
借
り
て
練
習
し

て
い
ま
す
。

登
録
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
は
11
名
、

監
督
・
コ
ー
チ
各
１
名
で
す
。
メ
ン
バ

ー
の
年
齢
は
30
歳
代
か
ら
50
歳
代
ま
で

幅
広
い
で
す
が
、
ベ
テ
ラ
ン
、
中
堅
、

若
手
と
バ
ラ
ン
ス
も
良
く
、子
供
の
事
、

家
庭
の
事
な
ど
も
相
談
し
合
え
る
仲
間

で
す
。

目
的
は
健
康
づ
く
り
、
ス
ト
レ
ス
解

消
な
ど
色
々
で
す
が
、
皆
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
が
う
ま
く
な
り
た
い
と
い
う
情
熱
を

持
っ
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
月
に
１
〜

２
回
あ
る
各
種
大
会
に
な
る
べ
く
都
合

を
つ
け
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
試
合
で

勝
っ
た
時
の
喜
び
は
他
で
は
味
わ
え
な

い
も
の
が
あ
り
、
明
日
へ
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
わ
い
て
き
ま
す
。
今
年
は
５
月
の

サ
ン
ト
リ
ー
の
大
会
＝
東
濃
大
会
に
勝

っ
て
県
大
会
に
進
み
、
池
田
町
ま
で
行

っ
て
来
ま
し
た
。

今
か
ら
30
年
前
に
「
陶
マ
マ
」
を
創

り
、
参
加
し
て
引
き
継
い
で
来
て
く
だ

さ
っ
た
先
輩
方
、
夜
の
練
習
や
日
曜
日

の
試
合
に
指
導
し
て
く
だ
さ
る
監
督
や

コ
ー
チ
、
子
供
の
面
倒
を
見
る
な
ど
協

力
し
て
気
持
ち
よ
く
送
り
出
し
て
く
れ

る
家
族
に
感
謝
し
な
が
ら
、
体
の
続
く

限
り
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
た
い
と
皆
で

話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
人
気
は
低

迷
中
で
す
。
私
達
「
陶
マ
マ
」
も
そ
う

で
す
が
瑞
浪
市
の
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
チ
ー
ム
の
ほ
と
ん
ど
が
人
員
不
足

な
の
で
す
。
学
生
時
代
、
部
活
な
ど
で

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
い
た
方
、
も

っ
と
健
康
づ
く
り
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
方
、
運
動
不
足
の
方
な
ど
、
少
し

で
も
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
一
緒
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

生
涯
学
習
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ

H16
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

陶
　
マ
　
マ代

表
　
中
村
さ
つ
き

読
書
を
通
し
て
豊
か
な
心
を
 

今
学
校
学
校
で
は
 

今
学
校
学
校
で
は
 

今
学
校
学
校
で
は
 

今
学
校
で
は
 土

岐
小
学
校
 

土
岐
小
学
校
で
は
、
本
の
好
き
な
心

豊
か
な
子
を
育
て
た
い
と
願
い
、
読
書

指
導
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
読
む
冊
数
の
め
あ
て
を
持
た
せ

る
・
読
書
の
足
跡
を
残
す
・
イ
ベ
ン
ト

を
持
つ（
読
書
週
間
、
図
書
館
祭
り
、

家
族
読
書
）・
推
薦
図
書
を
紹
介
す
る

等
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
行
っ
て
い
ま

す
。と

り
わ
け
特
徴
的
な
こ
と
は
、
土
岐

っ
子
タ
イ
ム（
始
業
時
間
前
の
朝
活
動
）

の
月
・
金
曜
日
に
朝
読
書
を
取
り
入
れ

て
い
る
こ
と
で
す
。
特
に
月
曜
日
は
毎

週
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が

読
み
聞
か
せ
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
は
、
ど
ん
な

本
を
、
ど
の
よ
う
に
読
ん
だ
ら
子
ど
も

達
は
感
動
し
て
く
れ
る
か
と
、
常
に
研

究
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

「
忙
し
い
の
に
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。」

と
言
う
と
、「
子
ど
も
達
が
目
を
き
ら

き
ら
さ
せ
て
聞
い
て
く
れ
る
の
で
、
楽

し
い
で
す
。
や
り
甲
斐
が
あ
り
ま
す
。」

と
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
、
地
域
の
お
ば
あ
さ
ん

お
じ
い
さ
ん
も
参
加
し
て
下
さ
り
、
輪

も
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
読
み
聞
か
せ
や
、

い
ろ
い
ろ
な
活
動
の
お
陰
で
、
本
好
き

な
子
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。



２月の移動図書館 
こ　ま　ど　り　号こ　ま　ど　り　号 こ　ま　ど　り　号こ　ま　ど　り　号 こ　ま　ど　り　号 

ミ
ニ
展
の
ご
案
内 

図書館だより 168-5529

読
書
読
書
の
す
す
め 

読
書
読
書
の
す
す
め 

読
書
の
す
す
め 

成
人
・
卒
業 

―
新
た
な
一
歩
を 

　
　
踏
み
出
す
あ
な
た
に 

職
場
体
験
を
し
た 

生
徒
か
ら
の
便
り 

秋
の
京
都
を
満
喫 

時　　間 ステーション 巡回日 

15：30～16：00 

16：10～16：30 

15：30～15：50 

16：00～16：20 

16：30～16：50 

15：30～16：20 

16：30～16：50 

15：30～16：00 

16：10～16：30 

13：30～14：00 

14：20～14：50 

15：00～15：20 

15：30～16：00

小　里 

萩　原 

半　原 

鶴　城 

名　滝 

日吉コミュニティーセンター 

月吉 

棚田山 

羽　広 

明賀台 

白　倉 

細久手 

深　沢 

 
９日（水）

 

 

10日（木） 

 

 
11日（金） 

 

23日（水） 

 

 

26日（土） 

　
「
子
ど
も
と
本
の
広
場
」
や
「
こ

か
げ
と
し
ょ
か
ん
」
で
活
躍
し
て
い

る
人
形
た
ち
が
、
図
書
館
に
集
合
。

結
成
二
十
周
年
を
迎
え
た
「
へ
ち
ま

座
小
劇
場
」
で
使
用
し
て
い
る
、
人

形
や
小
物
を
展
示
し
ま
す
。
子
供
た

ち
に
夢
を
与
え
て
く
れ
る
、
楽
し
い

人
形
劇
の
世
界
を
作
り
出
し
て
い
る
、

か
わ
い
い
主
役
た
ち
を
身
近
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

　
職
場
体
験
の
機
会
を
与
え
て
頂
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
中
学

校
に
い
て
で
き
な
い
体
験
を
、
い
ろ

い
ろ
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

　
学
ん
だ
こ
と
は
、
人
と
人
と
の
か

か
わ
り
あ
い
で
、
わ
か
り
や
す
く
て

い
ね
い
に
話
す
こ
と
で
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
で
管
理
し
て
い
て
、
ど
ん
な
本

が
ど
こ
に
お
い
て
あ
る
か
が
す
ぐ
に

わ
か
る
か
ら
、
仕
事
が
し
や
す
か
っ

た
で
す
。 

　
普
通
、
学
校
で
生
活
す
る
私
た
ち

に
と
っ
て
、
働
く
こ
と
が
こ
ん
な
に

大
変
な
こ
と
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
学
校
で
も
、
整
理
や
あ
い
さ
つ

を
意
識
し
て
、
生
活
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。
（
瑞
中
二
年
生
） 

　
ゲ
ー
ム
脳
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

現
代
人
は
脳
を
活
用
し
て
な
い
そ
う
で

す
。
若
い
人
た
ち
が
本
を
読
ま
な
く
な
っ

た
、
読
書
力
が
低
下
し
て
い
る
と
叫
ば

れ
て
い
ま
す
。 

　
若
い
と
き
に
読
書
を
す
る
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
の
生
き
方
に
大
き
な
影
響
力

と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
脳
の
活
性
化
に

つ
な
が
り
ま
す
。 

　
図
書
館
に
は
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
本

を
揃
え
て
い
ま
す
。
大
切
な
本
と
の
出

会
い
の
参
考
に
、
以
下
の
書
目
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。 

・
ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
　
Ｌ
ｕ
ｃ
ｋ 

　
　
　
　
　
／
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ロ
ビ
ラ 

・
父
の
目
方
／
宮
本
　
輝
（
選
） 

・
そ
の
バ
イ
ト
語
は
や
め
な
さ
い 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
小
林
作
都
子 

・
負
け
て
た
ま
る
／
中
村
修
二 

・
約
束
／
石
田
衣
良 

　
そ
の
他
若
い
人
に
贈
る
推
薦
本
を
展

示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
図
書
館
に
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
い
。 

人
形
劇
の
主
役
た
ち
展 

〜
楽
し
い
人
形
劇
の
主
人
公
に 

　
　
　
　
　
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
〜 

２
月
８
日（
火
）〜 

　
　
　
２
月
26
日（
土
） 

本のリサイクルバザー開催 
　瑞浪中学校では資源回収で集められた本をリサイク
ル本として皆さんに提供します。 
・日　時　１月29日（土）12時～16時まで 
・場　所　総合文化センター 

所得税還付申告の 
　　相談を行います 
所得税還付申告の 
　　相談を行います 

サラリーマンの方 
対象です 
サラリーマンの方 
対象です 

10平成17年１月15日



所得税還付申告の 
　　相談を行います 
所得税還付申告の 
　　相談を行います 
所得税還付申告の 
　　相談を行います 

２月 

サラリーマンの方サラリーマンの方 
対象です対象です 
サラリーマンの方サラリーマンの方 
対象です対象です 
サラリーマンの方 
対象です 

２日（水） 
３日（木） 

住宅ローンなどを利用して住宅を取得したサラリーマンの方へ 

多額の医療費を支払った方 

　市では、給与所得者（サラリーマン）の方を対象に平成16年分所得税の還付申告の相談を行います。医療
費控除を受けようとする方や年末調整で控除もれのある方、平成16年中に退職しその後給与所得の年末調
整を受けていない方などはお出かけください。 

　２月４日（金）に土岐市文化プラザにおいて、サラリーマンの方で、平成16年中に自己の住宅を新築又
は購入された方を対象とした「住宅借入金等特別控除説明会」を開催します。 
　住宅ローンなどを利用してマイホームを取得したり、増改築をしたときには、一定の要件に当てはま
れば、居住の年から10年間（居住年が平成16年である場合）、各年分の所得税の額から、一定の方法で
計算した住宅借入金等特別控除額の控除を受けることができます。 
　住宅借入金等特別控除を受けるためには、住宅の面積や借入などに関する要件があり、また添付書類
として登記簿謄本・住民票の写し・建築確認通知書の写し・住宅取得資金に係る借入金の年末残高証明
書・売買契約書または請負契約書の写しなどが必要になります。詳しくは、多治見税務署（122－0101）
もしくは市役所税務課までお問い合わせください。 

平成 16 年中に
支払った医療費 

医療費控除額 
（最高200万円） 

健康保険・生命保険の
給付金などで補てんさ
れた額 

受 付 会 場  
相 談 時 間  
問 合 せ  

市役所２階大会議室 
９時～16時 
税務課　1内線117・118

10万円または 
所得の５％ 

（どちらか少ない額） 

お持ちいただくもの 
・平成16年分給与所得の源泉徴収票 
・医療費の領収証（薬局へ支払った場合は、薬品名が記入されていること） 
・健康保険や生命保険で規定により給付を受けている場合は、その明細のわかるもの 

年末調整で控除もれのある方、中途退職された方 

　年末調整で扶養控除・生命保険料控除などの所得控除もれのある方、中途退職されて、その後給与所
得の年末調整を受けていない方は、受けようとする控除の証明書等と給与所得の源泉徴収票をお持ちく
ださい。 

障害者控除を受けようとする方 
　障害者手帳等の交付を受けていない方であっ
ても、介護保険の要介護認定（要支援を除く）
を受けている方は、障害者控除の対象になる場
合があります。 
　詳しくは、市役所高齢介護課（1内線 152）
へお尋ねください。 

申告の際に必ずお持ちいただくもの 
◎平成16年分給与所得の源泉徴収票（原本） 
◎印鑑（朱肉を使用するもの） 
◎申告者名義の預貯金口座のわかるもの 
◎このほか受けようとする控除により必要な書
類 

－ － ＝ 

瑞浪市役所　1 68-211111
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今回の作陶講座は、ひな人形を作ります。
・日　時 ２月６日（日）９時～
・講　師 伊野重幸　先生
・場　所 瑞浪陶磁資料館　レクチャールーム
・受講料 1,500円
・定　員 30人（先着順）
・締　切 ２月３日（木）
◎申込・問合せ 瑞浪陶磁資料館　167-2506

・日　時 １月19日（水）13時30分～15時30分
・会　場 セラミックパークMIMO 国際会議場
・内　容

①基調講演　「これならできる！安全安心まちづ
くりボランティア活動」

講師：朝日大学法学部助教授大野　正博氏
②パネルディスカッション

・参加費 無料
・申込み 電話、はがき、FAX、またはEメールに
て、住所・氏名を明記して下記までお送りくださ
い。

◎申込・問合せ 〒507-8708多治見市上野町５-68-１
東濃西部総合庁舎　東濃地域振興局管理課
10572-23-1111 内線203・204 FAX 25-0079
Ｅメール　c20507@pref.gifu.lg.jp

３月１日に開幕する「花フェスタ2005ぎふ」にお
いて、「花の歌」をテーマにした「花の歌フェスタ
瑞浪予選会」の出場者を募集します。
優勝者は６月10日（金）に開催される県決勝大会に

出場します。
・応募資格

①瑞浪市在住、または在勤で４月18日（月）に花フェ
スタ会場へ直接来場できる方

②歌う曲目の入ったカラオケテープを持参する
（弾き語りの場合は不要）
③歌う曲は、曲名または歌詞に花の名前が入ってい
る

・募集定員 15人程度
・応募要領 「出場申し込み」とタイトル書きして、
住所・氏名・性別・年齢・曲目を記入し、はがき、
またはFAXで下記までお送りください。

・締　　切 １月31日（月）当日消印有効
◎申込・問合せ 〒509-6195 瑞浪市上平町１-１

企画政策課　1内線345 FAX68-8749

平成17年１月13日に、瑞浪市の都市計画区域にお
ける用途地域を除く区域に指定されていた監視区域
の指定の期間が満了します。
この結果、平成17年１月14日からは、事後届出制

となりますので、お知らせします。
【事後届出制とは】

「一定面積以上」の大規模な土地について、「土
地売買等の契約」を締結した場合には、当事者のう
ち権利取得者（売買の場合であれば買主）は、届出
書に必要な書類を添付して、契約締結後２週間以内
（契約日も含む）に、市役所都市計画課まで届け出
が必要となります。
【一定面積とは】

都市計画区域（瑞浪市全域）：5,000㎡以上
【土地売買等の契約とは】

売買、交換、営業譲渡、譲渡担保、代物弁済、
共有持ち分の譲渡、地上権・賃借権の設定・譲渡、
予約完結権・買戻権等の譲渡
◎問合せ 都市計画課　1内線245

国税電子申告・納税システム（e-Tax）を利用す
ると、自宅やオフィスから国税の申告、納税及び申
請・届出の手続がインターネットでできるため、大
変便利です。また、e-Taxの受付時間が拡大され、
ますます便利になりました。
e-Taxホームページで、e-Taxの最新情報やご利用

に当たっての手続について説明しています。
http://www.e-tax.nta.go.jp
◎問合せ 多治見税務署　122-0101

「花の歌フェスタ瑞浪予選会」出場者募集

～みんなで守ろう、わがまち東濃～
安全安心まちづくり東濃推進大会のご案内

国土利用計画法に基づく
監視区域の指定の期間満了について

税務署からのお知らせ
e-Taxを利用してみませんか。

１月23日（日）は、 
岐阜県知事選挙の投票日です。 
「県政にわたしの願いこの一票」 
あなたの大切な１票を県政に活かしてください。 
声をかけあって、皆さん投票にお出かけください。 

ひな人形づくり　参加者募集



農林水産省では、平成17年２月１日現在で、「農
林業センサス」を実施します。
この調査は、我が国の農林業の実態を明らかにす

る最も基本的な調査です。
１月下旬から農林業を営んでいる皆様のところ

に、調査員が調査票に経営状況などの記入のお願い
に伺いますので、ご協力をお願いします。
◎問合せ 男女共同参画推進室　1内線335

・期　　日 ２月17日（木）・18日（金）
・場　　所 総合文化センター
・受付期間 ２月４日（金）まで
◎申込・問合せ 消防本部予防課　168-2001

・日　時 ２月16日（水）14時～16時50分
（情報交換会：17時～18時）

・会　場 セラミックパークMIMO
・内　容

講演Ⅰ「石油がなくなる社会」
講師：名古屋大学大学院工学研究科教授

武田　邦彦　氏
講演Ⅱ「電磁波による地震予知研究について」
講師：中部大学情報科学研究所長

工学部情報工学科教授　畑　雅恭　氏
・定　員 100人
（企業や研究所等に勤務する研究者・技術者のほ
か、一般の方も参加できます）

・参加費 無料
・申込み ２月７日（月）までに、はがき、FAX、ま
たはEメールに、所属団体・役職・氏名・住所・
電話番号、情報交換会参加の有無を明記して下記
までお送りください。

◎申込・問合せ 〒500-8570 岐阜市藪田南２-１-１
東濃研究学園都市推進連絡協議会
1058-272-1111 内線2332 FAX058-272-2574
Ｅメール　info@tono-fsrc.gifu.gifu.jp

・日　時 １月21日（金）13時～16時30分
・場　所 総合文化センター（入場無料）
・テーマ 「未来・協奏」
・内　容 福祉・調理・インテリア・ファッション

の研究発表
◎問合せ 瑞浪高等学校　168-4161 担当:渡辺

・日　時 １月25日（火）13時～17時
・場　所 総合文化センター　第２研修室
・相談者 多治見社会保険事務所職員
年金全般にわたる相談を行います。（年金額の相

談は事前にご連絡ください）なお、保険料の納付お
よび納付相談も行います。
◎問合せ 保険年金課　年金係　1内線143

・職種・人員 市民公園管理職員　１人
・応募資格 市内在住の健康で身元確実な方で、年
齢50歳～60歳未満、機械・電気に堪能な方。

・雇用条件 給料（月額11万円）、８時30分から17
時まで勤務、休日（土日祝日）
・応募方法 市販の履歴書に必要事項を記入、写真
を添付のうえ、職安の紹介状を添えて提出。

・応募期限 ２月15日（火）必着
・選考予定日 ２月下旬　面接及び作文
◎申込・問合せ （財）瑞浪市施設公社　168-0675
〒509-6132 明世町山野内１-13化石博物館内

〔酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技術講習〕

・日　　時 ２月２日（水）～４日（金）
９時30分～17時

・場　　所 美濃焼卸センター（多治見市旭ヶ丘10-6）
・受 講 料 13,310円（消費税・テキスト代含む）
・定　　員 100人（定員になり次第締切）
・締　　切 １月24日（月）
・申込方法 写真２枚（縦３cm×横2.5cm）

と受講料を添えて下記まで
◎申込・問合せ 東濃産業労働協会　
〒507-0801 多治見市東町１-９-３　124-4595

・日　時 ２月13日（日）10時～14時
・場　所 土岐町益見地区（小雨決行）
・内　容

・パントマイム、ジャグリング
・リサイクルコーナー
・瑞高コーナー（福祉体験）
・中京高コーナー（スピードガンによる球速測定）
・瑞陵中学校吹奏楽部演奏
・小さな音楽会（津軽三味線、オカリナ、コーラ
ス）

・子ども広場　ほか
◎問合せ 日比野　167-1885

瑞浪市役所　1 68-211113

国民年金相談

施設公社職員募集

労働安全衛生関係講習会の開催

「小さな小さな猿子村ふれあいまつり」のご案内

甲種防火管理者資格取得講習会

東濃研究学園都市研究者交流会のご案内

第16回瑞浪高校生活福祉科卒業制作発表会

「2005年農林業センサス」にご協力ください



健康だいすき  健康だいすき  健康だいすき  健康だいすき  
ヘルスインフォメーション　保健センター　1６７－２７００ 
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新 首 都  

「東京から東濃へ」 

2005年1月1日現在（カッコ内は前月比）人口＝42,242（－31）世帯数＝14,265（－28） 

場　　所 時　　間 種　　類 

健康相談 

目の疲れ感じてませんか？ 

はたちの献血キャンペーン 

精神保健相談・老人性痴ほう症相談 

乳幼児健診・相談・歯みがき教室 ＜場所＝保健センタ－　　料金＝無料＞ 

健診・相談名 実　施　日 受付時間 対　象　者 持　ち　物 

９時～11時 

12時30分開始 

母子健康手帳 

６ヵ月児健康相談  
及 び 離 乳 食 教 室  

１歳６ヵ月児健康診査  
※健診終了後希望者
に歯みがき教室を実
施します 

９時30分 
　　～９時45分 

13時30分開始 

母子健康手帳 
タオル・コップ 
※保護者の歯科健診も 
　同時に行います。 

平成15年７月１日～ 
　　　７月15日生まれ 

平成15年７月16日～ 
　　　７月31日生まれ 

母子健康手帳 
お茶 

中期・後期離乳食教室 

１歳児すくすく教室 

平成16年 ６月生まれ ２月 １日（火） 

母子健康手帳 平成16年 ８月生まれ ２月 １日（火） 

９時50分～10時 
（終了は11時30分） 平成16年 １月生まれ １月27日（木） 

母子健康手帳 
歯ブラシ・コップ 

２歳児はみがき教室 平成15年 ２月生まれ ２月 ３日（木） 

２歳６ヵ月児はみがき教室 平成14年 ８月生まれ ２月 ７日（月） 

２月 ４日（金） 

２月10日（木） 

2月9日（水） 保健センター 
○医師による健康相談 　14時30分～15時 
 　血圧測定、検尿、医師による健康相談 
＊病院にかかる機会のない方など、健康チェックの場
として気軽にご利用ください。 

○乳幼児相談 　９時30分～11時 
 　乳幼児の身長・体重測定や育児相談 
○栄養相談 　 　14時～16時 
からだに良い食事の取り方、生活習慣病予防のため
の食事等食事に関する相談をお受けします。 

　血液は生きた細胞で、長期間にわたって保存するこ
とができません。輸血に必要な新鮮な血液を確保する
ためには、絶えず誰かが献血しなくてはなりません。
しかし、冬のこの時期は、風邪の流行などで献血する
人が減り血液が不足します。一年で一番血液が減るこ
の時期に、将来の献血基盤を支える若い方を中心に、
１人でも多くの人に献血の協力をお願いします。身近
な社会参加の第一　歩として献血をしてみませんか。 
皆様の温かいご協力をよろしくお願いします。 

2月8日（火） 

2月7日（月） 

◆場　所　保健センター 
◆時　間　13時～14時 

担　当　精神科医師・精神保健相談員 
内　容　いらいらする、気分が沈む、不眠、怒りっぽ

い、痴呆等 
＊前日までに電話などで予約が必要です。 
＊秘密は厳守します。 

＊献血後は約５分～10分くらいの休憩を取るだけで、
普段と同じ生活をしていただいてさし支えありません。 

駅前プラザ・テラ４階　123－0227 
10時～13時、14時～17時30分　 
（木曜日を除く毎日、ただし年末年始を除く） 

東濃厚生病院 14時～16時 全血（200p又は400p） 

多治見駅前献血ルームもご利用ください！ 

目の疲れ疲れをとるポイント 目の疲れをとるポイント 
①目の痛みを感じたら、軽度でも一度眼科受診し
ましょう。 
②意識的に瞬きをし、目を潤しましょう。 
③目のまわりをマッサージしましょう。 
④緊張した目を休めるためにも、こまめに遠くを
みましょう。 
⑤温かい蒸しタオルを目にあて、血液循環をよく
しましょう。 

　一言で「疲れ目」といっても様々な原因が考えられ
ます。パソコンなどＯＡ機器が職場だけでなく今は家
庭にもかなり普及しています。長時間にわたり、目を
使い続ければ、疲労します。たかが疲れ目と考えがち
ですが、過度のストレスがかかると痛みが続いたり、
脳の疲れにもつながるため、頭
痛や肩こり、イライラなどの症
状を招くこともあります。その
前に、作業中にもこまめにケア
するように心がけましょう。 


